
令和４年９月５日 南本宿小学校 

令和４年度 全国学力・学習状況調査結果のお知らせ 

 今年度４月に第6学年で実施しました「全国学力・学習状況調査」について、本校の集計結果がまとまりまし

たのでお知らせします。 

ご家庭におかれましては、今回のお知らせをお子さんの結果と併せてご覧になり、子どもの学力・学習の状況

についてご理解をいただき、中学校への学習に生かしていただければ幸いです。学校におきましては、全国平均

との比較を含んだ今回のまとめを生かし、学習指導の改善に努めていきたいと考えています。 

＜学力調査結果＞ 
【国語】 

 

【算数】 

 
＜本校の傾向と対策＞ 

国語においては、「学年別配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う」、算数においては「二つ

の数の最小公倍数を求めることができる」「数量が変わっても割合は変わらないことを理解している」、

理科においては、「自然の事物・現象から得た情報を分析して、解釈し、自分の考えをもち、その内容を

記述できる」の設問の正答率が低い傾向が見られました。既習事項を復習する機会を設けていく、調べた

ことや自分の考えを文章で表現する活動をより多く取り入れるなどして授業改善を図っていきたいと考え

ています。 



＜学習・生活意識状況調査について＞ ※一部抜粋 

（基本的生活習慣） 

 
 
（挑戦心、自己有用感等） 

 
 
（ICT機器等） 

 
 

＜本校の傾向＞ 

 基本的な生活習慣においては、ご家庭でお子さんをよく見ていただいているという結果が見られました。

学校でも、基本的な生活習慣の大切さについての取り組みを続けていきます。挑戦心や自己有用感におい

ては、より高めることができるように、子どもが主体の活動（学習や行事など）を学校全体で取り組んで

いきたいと考えています。学習習慣においては、学習の中でICT機器をよく使用し、役に立っていると回答

した児童が多くみられました。今後もICT機器を利用した学習とともに、中学校に向けて漢字や計算などの

学習の基礎基本やノート指導についても大切にしていきたいと考えています。 


